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「とよめき」の玄米収量は、「コシヒカリ」に比べて標肥栽培で23%、多肥栽培で60%多く、
800 kg/10a以上の高収量が期待されます。

ごまぞう にしきまる

極多収で業務加工用に適した水稲新品種。炊飯米の粘りが強すぎない特徴を活か
した冷凍米飯等の加工用としての利用が期待されます。

硬さ：-2(軟)～2(硬)
粘り：-2(粘らない)～2(粘)
付着性：-2(付着しない)～2(付着する)

ひとめぼれ とよめき こしひかり

品種名
試験

玄米 比較
千粒重

玄米

収量 比率 品質

年次 (kg/10a) (%) (g) (1-9)

<早植･標準施肥>

とよめき 平成24～ 738 123 22.6 6.0

コシヒカリ 26年 598 (100) 20.4 5.4

<早植・多肥>

とよめき 平成24～ 814 160 22.2 5.7

コシヒカリ 26年 510 (100) 20.0 5.3
注）作物研究所（つくば市）における成績､移植時期5月16日､栽植密度
30×15cm

施肥量：標準施肥が窒素成分8kg/10a、多肥12kg/10a

玄米品質：1（上上）～9（下下）

｢とよめき｣の炒飯における
官能評価( A社)
※比較はA社の標準品種


